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今
年
度
の
牧
区
地
域
協
議
会
視
察
研
修
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
牧
区
内
に

お
い
て
9
月
6
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
は
、
牧
区
の
歴
史
を
知
る
た
め
「
牧
歴
史

民
俗
資
料
館
」
で
の
上
越
地
域
全
般
に
わ
た
る
古

代
史
の
学
習
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
委
員
の
中
に

「
高
校
生
の
時
に
宮
口
古
墳
群
の
発
掘
に
参
加

し
た
」
と
い
う
方
が
お
ら
れ
、
よ
り
身
近
に
印
象

深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

続
い
て
、
牧
区
に
点
在
す
る
危
険
箇
所
の
説
明

を
聞
き
、
急
傾
斜
地
と
民
家
が
隣
接
す
る
現
状
を 

目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。 

次
の
視
察
先
は
、
地
域
活
動
支
援
事
業
実
施

箇
所
で
す
。
初
め
に
「
沖
見
地
区
観
光
拠
点
づ

く
り
事
業
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
荒
地
を
整
備

し
て
コ
ス
モ
ス
庭
園
を
造
り
、
見
晴
ら
し
台
も

設
置
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。「
将
来
的
に
は
山

頂
ま
で
整
備
し
、
展
望
台
を
構
築
し
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
二
番
目
は
、「
岩

神
城
趾
遊
歩
道
整
備
事
業
」
で
す
。
春
日
山
城

と
の
関
係
や
年
一
回
実
施
さ
れ
る
「
の
ろ
し
上

げ
」
に
つ
い
て
、
町
内
会
の
方
々
か
ら
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。
三
番
目
は
、「
上
牧
番
所
整
備

事
業
」
で
す
。
視
察
当
日
は
講
師
を
招
い
て
の

講
演
会
が
開
か
れ
て
お
り
、
大
勢
の
方
が
興
味

深
そ
う
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

昼
食
は
、
深
山
荘 

に
て
地
元
の
旬
な
料 

理
に
舌
鼓
を
打
ち
、 

午
後
は
「
小
川
公
園 

整
備
事
業
」
か
ら
再 

開
で
す
。
見
晴
ら
し 

の
良
い
場
所
で
芝
張 

り
ま
で
完
了
し
て
お 

り
、「
将
来
的
に
は 

保
育
園
児
の
散
歩
コ
ー
ス
に
し
た
い
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
更
に
移
動
し
、「
川
上
会
館
整
備
事

業
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
川
上
地
区
協
議
会
の

方
々
は
「
国
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
木
造
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裏
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■
5
月
15
日
（
金
） 

○
第
1
回
牧
区
地
域
協
議
会 

・
会
長
及
び
副
会
長
の
選
任 

等 

■
5
月
24
日
（
日
） 

○
第
2
回
牧
区
地
域
協
議
会 

・
令
和
2
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
の 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

■
6
月
23
日
（
火
） 

○
第
3
回
牧
区
地
域
協
議
会 

・
令
和
2
年
度
牧
区
地
域
協
議
会
委
員 

 

視
察
研
修
に
つ
い
て 

・
自
主
的
審
議
事
項
に
つ
い
て 

■
6
月
25
日
（
木
） 

○
牧
区
地
域
協
議
会
だ
よ
り
第
49
号
発
行 

■
7
月
21
日
（
火
） 

○
第
4
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 
 

・「
公
の
施
設
の
再
配
置
計
画
」
の
策
定 

 
 
 

に
つ
い
て 

■
9
月
6
日
（
日
） 

○
視
察
研
修 

 
 

・
牧
歴
史
民
俗
資
料
館
（
宮
口
古
墳
） 

 
 

・
地
域
活
動
支
援
事
業
実
施
箇
所 

 
 

・
牧
区
危
険
箇
所
、
指
定
棚
田
地
域 

■
9
月
29
日
（
火
） 

 

○
研
修
会 

 
 

・「
公
の
施
設
の
再
配
置
計
画
」
に
つ
い 

 
 
 

て 

■
10
月
20
日
（
火
） 

○
第
5
回
牧
区
地
域
協
議
会 

・
牧
ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
の
休
止
に
つ
い
て 

■
10
月
23
日
（
金
）
～ 

10
月
30
日
（
金
） 

 

○
地
区
懇
談
会
参
加 

■
11
月
24
日
（
火
） 

○
第
6
回
牧
区
地
域
協
議
会 

 

・
第
2
回
牧
区
町
内
会
長
連
絡
会
議
の
開 

 
  

催
結
果
に
つ
い
て 

■
11
月
25
日
（
水
） 

○
地
域
協
議
会
会
長
会
議
（
直
江
津
学
び
の 

交
流
館
）
西
山
会
長
出
席 

・
令
和
3
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
の
概 

 
 

要
に
つ
い
て 

等 
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本
協
議
会
で
は
、
今
後
の
地
域
活
動
支
援
事
業

に
係
る
審
査
業
務
の
参
考
と
す
る
た
め
及
び
委

員
の
資
質
向
上
を
図 

り
見
識
を
広
げ
る
た 

め
、
当
該
事
業
を
活 

用
し
て
整
備
さ
れ
た 

施
設
と
区
内
に
あ
る 

「
公
の
施
設
」
等
の 

視
察
を
、
去
る
9
月 

6
日
に
実
施
し
ま
し 

た
。
視
察
先
は
、
牧 

歴
史
民
俗
資
料
館
、 

区
内
の
危
険
箇
所
、
地
域
活
動
支
援
事
業
実
施
箇

所(

危
険
看
板
設
置
事
業
、
沖
見
地
区
観
光
拠
点

神 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
も
残
り
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
延
期
や
高
校
野
球
甲
子
園
大
会
の
中
止
な
ど
、
様
々
な
行

事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
感
染
症
の
「
第
３
波
」

が
到
来
し
、
多
数
の
感
染
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
感
染
の
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
で
奮
闘
さ

れ
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
に
は
、
感
謝
の
言
葉
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
先
の
見
え
な
い
闘
い
に
勝
つ
べ
く
、
今
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し

な
い
よ
う
、
う
が
い
や
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
徹
底
し
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

 

「
必
ず
春
は
や
っ
て
き
ま
す
。
」
そ
れ
ま
で
皆
さ
ん
、
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
委
員 

小
黒 

誠 

編
集
後
記 

掌
造
り
の
建
物
を
活
か
し
た
催
し
を
定
期
的
に

開
催
し
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
最
後
に
、
泉
地
区
の
「
指
定
棚
田
地
域
」
を
見

学
し
、
視
察
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
牧
区
に
も
良
い
所
や

観
光
の
拠
点
と
な
り
う
る
場
所
が
沢
山
あ
る
こ

と
を
知
り
、
併
せ
て
、
地
元
の
皆
様
が
更
に
そ
れ

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
熱
意
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
頑
張
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
牧
区

を
、
皆
様
も
是
非
、
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

視
察
研
修
報
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づ
く
り
事
業
、
岩
神
城
趾
遊
歩
道
整
備
事
業
、
上
牧
番
所

整
備
事
業
、
小
川
公
園
整
備
事
業
、
川
上
会
館
整
備
事

業)

、
泉
地
区
の
「
指
定
棚
田
地
域
」
と
な
り
、
沢
山
の

事
業
と
地
域
を
見
学
さ
せ
て 

頂
き
ま
し
た
。
日
曜
日
に
も 

か
か
わ
ら
ず
、
各
事
業
担
当 

者
や
地
域
の
方
々
が
集
ま
っ 

て
く
だ
さ
り
、
わ
か
り
や
す 

い
説
明
や
報
告
を
受
け
ま
し 

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

危
険
看
板
に
つ
い
て
は
、 

子
ど
も
の
目
線
に
合
わ
せ
た 

低
い
看
板
と
な
っ
て
お
り
、 

よ
く
考
え
て
設
置
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
牧
区
の
特
性
で
も
あ
る
急
傾

斜
地
が
多
く
、
い
つ
地
滑
り
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

箇
所
も
あ
っ
た
た
め
、
今
後
も
定
期
的
に
点
検
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水

や
土
石
流
に
よ
る
災
害
の
危
険
性
も
感
じ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
地
域
活
動
支
援
事
業
実
施
箇
所
に
つ
い
て
で

す
。
沖
見
地
区
の
活
動
は
、
場
所
も
見
晴
ら
し
も
良
く
新

た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
の

活
動
に
期
待
し
た
い
で
す
。
岩
神
・
小
川
町
内
会
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
頂
き
、
来
て

ほ
し
い
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。
上
牧
町
内
会
・
川
上
地

区
協
議
会
の
活
動
は
、
牧
区
の
素
晴
ら
し
さ
を
県
内
外
へ

広
げ
、
大
き
な
輪
を
作
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

棚
田
地
域
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
田
園
風
景
が
綺
麗
に

輝
い
て
い
る
様
子
は
圧
巻
で
す
。
是
非
、
継
続
し
て
頂
き 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

区
内
唯
一
の
温
泉
宿
泊
施
設
「
牧
湯
の
里
深
山
荘
」
の
存

続
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
多
く

の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。 

 

牧
区
に
は
自
然
が
多
く
、
そ
の
恵
み
も
あ
り
ま
す
。
魅
力

あ
る
牧
区
に
す
る
た
め
、
も
っ
と
打
っ
て
出
る
行
動
が
必
要

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
牧
区
地
域
お
こ
し
実
行
委
員
会
」

を
設
置
し
、
特
産
物
の
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
よ
り
都

市
部
の
参
加
を
広
く
呼
び
掛
け
る
な
ど
で
す
。
企
業
と
も
交

流
し
、
資
金
援
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
牧
区
に
で
き
れ
ば

活
気
づ
く
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
も
借
り
て
牧
区
を
盛

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 


